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4-2.カソード接地増幅回路（カソード抵抗なし）と等価回路による諸量の計算 

  

 

   

Fig.4-3 カソード接地回路（カソード抵抗無） Fig.4-4 等価回路 

 

等価回路 Fig.4-4 から以下の式が成り立つ。 

   ei − ig ∙ Rg = 0              ・・・・・・・4-10 

      −ip ∙ RL − ip ∙ rp + μ egk = 0 ・・・・・・・4-11  

      eo = −ip ∙ RL        ・・・・・・・4-12 

      ei = egk                   ・・・・・・・4-13 

 

式 4-11 を ip について解くと 

   ip(RL + rp) = μ egk  → ip =
μ egk

RL+rp
  ・・・4-14 

これを式 4-12 に代入して   

  eo = −
μ egk∙RL

RL+rp
     ・・・・・・・・・・・・4-15 

これに式 4-13 を代入すると，増幅度は 

    eo = −
μ∙ ei∙RL

RL+rp
 → 

eo

ei
= −

μ∙RL

RL+rp
 {－は位相を表す。|A| =

eo

ei
=

μ∙RL

RL+rp
 }  ・・・・・・4-16  

また，出力インピーダンス Zo は 

  Zo =
rp∙RL

RL+rp
      ・・・・・・・・・・・・・4-17 

式 4-10 から入力インピーダンス Zi は 

  Zi = Rg    ・・・・・・・・・・・・・4-18 

 

 

 

【 備考 】 

 カソード抵抗があってキャパシタが並列接続されている場合，信号周波数に対してキャパシタの

インピーダンスが十分小さければ（｜
1

jωC
｜≪Rk → Rk ≅ 0），Fig.4-3 同等となって電流フィード

バックはかからないため，増幅度は式 4-16 と同じ結果となる。   


